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みんなのおかげ 
  今日は１２月５日、平成２６年も終わりに

近づきました。テレビでも今年を振り返る番

組が放送されるようになります。 

  こどもたち一人ひとりにもいろいろなこと

があったことと思いますがそれを振り返る時

ぜひ、２つのとらえかたで振り返ってほしい

と思っています。 

  １つは、うまくいった、成果が出た、上手

になったという時に「それはみんなのおかげ」

であると考えるということです。 

  野球を例に考えてみると、たとえば大会で

優勝できたとします。それはチームメイトが

力を合わせて勝ち取った優勝で、ひとり、自

分だけが頑張ったわけではありません。まし

てひとりでは大会に出ることもかないませ

ん。練習を支えてもらったお家の方、指導し

ていただいた指導者の皆さん、応援してくだ

さった方、すべてはみんなのおかげなのです。

それが自覚できれば、まわりの人に感謝し、

大切にし、礼をもって接する事ができるはず

です。野球で学ぶことは技術ではなく「みん

なのおかげ」という感謝の気持ち、そしてな

により人としての生き方を学ぶのです。友達

と、班で、学級で、学年で、地域で、家庭で、

あらゆるところで「みんなのおかげ」と振り

返ってほしいのです。 

 ２つめは、うまくいかなかった、成果が出な

かった、上手になれなかったという時に「それ

は自分の責任」であると考えるということです。

人はそんなとき往々にして人のせいにしがちな

ものです。あの人が悪い、指導が悪い、運が悪

い、社会が悪いなど人のせいにすると気持ちは

楽になるのかもしれませんが、「自分自身はどう

か」と振り返らなければ自分が伸びるチャンス

をみすみす見逃すことになります。うまくいか

なかった時こそ責任を自分に求め、取り組み方

やその方法、その期間や取組の質を考えると、

人は伸びていくことができるのだと思います。

野球で試合に負けた時、人のせいにして自分を

振り返らない選手に伸びしろは無いのです。 

 保護者の皆さんもわたしたち教職員もこども

たちの教育に関わっています。こどもたちの生

活の中には、うまくいくこともいかないことも

たくさんあります。その時、その原因をどうと

らえさせるかが教育であり、その後のこどもた

ちの伸びしろを左右するのだと思います。「うま

くいったらみんなのおかげ、うまくいかなきゃ

自分の責任」と振り返る時、人は大きく変わっ

ていくことができます。自分を変えていくとい

うことは自分の将来をより良く変えていくこと

につながります。 

【おめでとうございます！】 
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